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利用者目線に立った施設整備
　　東京 2020 大会の開催

　● 施設整備に障害のある人の意見を反映

　誰もが使いやすい施設を整備
するためには、利用者目線に立
ち、障害のある人の意見を聞く
などコミュニケーションをとり
ながら進めることが重要です。
　都が整備する大会競技会場に
ついては、競技会場等に適用さ
れるバリアフリー基準となる「Tokyo2020 アクセシビリティ・ガイドライン」※を踏まえるとともに、
障害者団体や学識経験者などから成る「アクセシビリティ・ワークショップ」を設置し、設計段階
において車いす使用者席やトイレなど様々な項目について意見をいただきながら整備を進めました。
※東京 2020 大会のアクセシビリティに関する指針として策定されたガイドライン

■ トイレ

　手すり、オストメイト対応設備、介助用ベッド
のほか、「同性介助ができない場合のために、異

性が一緒に入れるトイレが欲しい」
との意見を踏まえ、異性介助用にプ
ライバシーを確保できるようカーテ
ンを設置しています。

〔東京アクアティクスセンター〕

提供：Bob Martin/IOC/OIS/ アフロ 地域のイベントでのボッチャの様子

改修施設の現地視察の様子 ワークショップの様子

シティキャストの活動の様子

　令和３（2021）年夏、東京 2020 大会が開催されました。大会を通じて、大会競技会場となっ
たスポーツ施設の整備や街中のバリアフリー化などハード面の進展がみられるとともに、スポーツ
実施の気運、スポーツを支える人たちの活躍やパラスポーツへの関心の高まりといったソフト面の
レガシーも多く芽生えました。

　● 東京 2020 大会の競技会場での施設整備の例
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ワークショップには様々な人が
参加

■ 表示サイン

■ 観客席

■ カームダウン・クールダウン

■ 音声案内

　サインの文字等の大きさは、Tokyo2020 ア
クセシビリティ・ガイドラインより一回り大きい
文字を使用しています。弱視の人でも見やすい
フォント（UD デジタル教科書体）やピクトグラ
ムを採用するとともに、文字間隔は意味のまとま
りを考慮しています。

　サイトライン（観客席からの視線）の確保等に留意しつつ、車い
す使用者席を分散して配置するとともに、アクセスしやすい箇所に
付加アメニティ席を設置しています。

　「精神障害者などは急に体調が悪くなり休みたくなることもあるので、救護
室のような場所を設けてほしい」との意見を踏まえ、カームダウン・クール
ダウンを設置しています。
※カームダウン・クールダウン
発達障害、知的障害、精神障害のある人などが、外部の音や視線を遮断し気持ちを落ち着かせてパニッ
クを防ぐためのスペース

※「東京 2020 大会の都立競技会場整備におけるアクセシビリティに関する東京都の取組につい
て～障害のある方や学識経験者が参画したアクセシビリティ・ワークショップ～」（東京都オリン
ピック・パラリンピック準備局）より一部引用

　「音声や文字による案内等の設備を、視覚障害者にもわかりやすく利
用できるよう整備してほしい」との意見を踏まえ、建物出入口に簡潔な
内容の音声案内を設置しています。

〔有明アリーナ〕

〔有明アリーナ〕

〔有明アリーナ〕

〔東京体育館〕

コラム

　日野市では、南平体育館の建て替えにあたり、「地域住民
に愛され、使い続けていただける体育館」を目指し、スポー
ツと健康、交流、防災などのテーマでワークショップを開催
しました。計 4 回行われたワークショップには、スポーツ関
係団体、障害者団体、自治会、学校関係などから延べ 130
人が参加し、意見交換を重ねることで、より良い施設の整備
につなげました。
　ハード面に関する意見で対応等が難しいものについては、
スタッフから利用している方々への声かけやサポートなどの
ソフト面で対応しています。

　身近な地域のスポーツ施設でも
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公認パラスポーツ指導員の重要性

　公認パラスポーツ指導員※は、障害のある人へのスポー
ツ指導や、パラスポーツの導入に携わる資格で、（公財）日
本パラスポーツ協会が認定しています。パラスポーツ指導
員には、「初級」「中級」「上級」があり、初級資格を取得後、
現場での経験と講習会を受講することで、中級・上級にス
テップアップできます。
　東京 2020 大会開催決定以降、パラスポーツ指導員資
格を取得する人は大幅に増加しました。例えば、江東区で
は、公立スポーツ施設における常勤の全職員に初級パラス
ポーツ指導員の資格取得を義務づけ、取得を促進していま
す。
※令和 5 年 4 月から「障がい者スポーツ指導員」は「パラスポーツ指導員」に
名称変更。以下、「パラスポーツ指導員」という。

■  パラスポーツ指導員の役割

　パラスポーツ指導員資格は、日本国内のパラスポーツの普及と発展を目指して、パラスポーツ
の環境を整備する上で専門的な知識、技術を有する人材の養成、資質向上を目的としたものです。
　パラスポーツ指導員の思いは、「スポーツの魅力を障害のあるすべての人に知ってもらうこと」
であり、そのパートナーとしての活躍が期待されています。
　初級、中級、上級資格ごとの担う立場や期待される役割は以下のとおりです。

2012年度末

1479

160
82

2441

519

93

都内を活動地としている
パラスポーツ指導員

2021年度末

約 1.8 倍

初級 中級 上級

1479

※（公財）日本パラスポーツ協会の
ホームページより作成

初級
　障害のある人のスポーツ参加のきっかけ作りを支援する指導員。健康や安全管理に配慮した指導を行
い、スポーツの喜びや楽しさを伝える役割を担います。地域の大会や教室など、スポーツ現場における
サポートを行います。

中級
　地域のパラスポーツ振興のリーダーとして、指導現場で十分な知識や経験に基づいた指導をする指導
者。地域のスポーツ大会や行事において中心となり、地域のパラスポーツの普及・振興を進める役割を
担います。

上級
　都道府県におけるリーダーとして、パラスポーツの高度な専門知識を持ち、地域の初級・中級指導員
を取りまとめる立場を担います。また、指導員や関係者と一緒に大会やイベントなどの企画運営を行う
マネジメント力を持ち、地域のパラスポーツの普及・発展におけるキーパーソンとしての役割を担います。

公認パラスポーツ指導者制度の詳細は（公財）日本パラスポーツ協会のホームページ
（https://www.parasports.or.jp/leader/index.html）で確認できます。

　　公認パラスポーツ指導員の増加
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　東京 2020 大会で様々なパラスポーツが注目され、各スポー
ツ施設では普及啓発に関する取組が進んでいます。
　亀戸スポーツセンターでは、「東京 2020 大会レガシー継承
事業」としてボッチャを誰でも気軽に体験できるよう、受付横
のロビーに「ミニボッチャ体験スペース」を設けています。

　大宮前体育館では、受付横のロビーの一角に STT（サウンド
テーブルテニス）台を設置しています。障害のある人のスポー
ツをもっと身近に感じてもらうため、施設を利用する多くの人
の目に触れる機会を作っています。
　競技や道具等の紹介ボードも一緒に設置して理
解が深まるよう工夫するとともに、スタッフが積
極的に声かけをして、障害の有無に関係なく子供
からお年寄りまで体験していただいています。

　葛飾区では、平成 10 年度から区主催で初級パラスポーツ指導員養成講習会を実
施しております。区で受講した指導員たちが中心となり、東京 2020 大会を契機と
して葛飾区ボッチャ協会を立ち上げ、普及に取り組んでいます。
　また、体育施設を運営する指定管理者の皆さんに資格取得を推奨しています。き
ちんとしたカリキュラムを学んで資格を取った職員が施設にいることで、障害のあ
る人を受け入れやすい施設になります。資格を取得した職員からは「講習で得た知
識や技術が現場での対応に役立っている」と聞いており、区にとってもメリットが
大きいと感じています。そして、障害のある人が施設をたくさん利用していただく
ことで、現場はノウハウが蓄積できると感じています。障害のある人の生の声を聞
いている指導員の方々が、一番の理解者です。講習で学んだ知識や技術を現場で実
践する環境づくりを進めることで、人材育成につなげていきたいと考えています。

　資格取得のきっかけは、運営する地域スポーツクラブ「オール水元スポーツクラ
ブ」の活動地域に特別支援学校が 2 校あり、障害のある人も含めた運営につなげる
ため、有資格者がいた方が良いのではと思い取得しました。
　資格取得後、ブラインドサッカーという競技を知り、試合で視覚障害者がプレー
しているのを見て、「目が見えるか見えないかの違いだけなんだ」と感動しました。
今でもブラインドサッカーの運営のボランティアをしており、東京 2020 大会で
は、日本代表チームのお手伝いを通じて多くの選手と知り合うことができました。
　運営する地域スポーツクラブでも、トランポリン教室やレクリエーションボッ
チャ教室を行っていて、多くの障害のある人が参加しており、資格取得に向けて学
んだ知識がとても役に立っています。今では、障害がある人もない人も、一緒にス
ポーツをして笑顔で帰っていくのを見るのが一番うれしく思っています。今後はみ
んなが気軽にスポーツができる場をもっと充実させていきたいと思います。

施 設 に パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 員 が い る メ リ ッ ト

有 資 格 者 の 声

葛飾区教育委員会事務局
生涯スポーツ課 事業係長
張替 武雄さん

オール水元スポーツクラブ
中級パラスポーツ指導員
関根 清太郎さん

〔亀戸スポーツセンター（江東区）〕

〔大宮前体育館（杉並区）〕

　　パラスポーツの普及啓発




